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コロナ禍でのハイブリッド講義～理科大 MOT の取り組み紹介 

 
○若林秀樹、石橋哲、中山裕香子、加藤照之、池田晋平(東京理科大) 

wakabayashi.hideki@rs.tus.ac.jp 

 

 
1. はじめに 

 
コロナ禍が、大学教育の在り方を変えつつある。社会人学生を対象とする専門職大学院である東京理

科大学大学院経営学研究科技術経営専攻(MOT)も例外ではない。知識を与える科目は、オンラインも有

効だが、ゼミなど新たなアイデアを議論する演習科目では、五感による共感からの気づきが重要であり、

オンラインに限界がある。ゲスト講義では、ライブに接したいニーズも強い。感染対策には、大学側と

所属企業の方針差もある。このため、MOT では、オンラインと対面(以下、リアル)を同時に行うハイブ

リッド講義を模索、ハウリング対策の天井マイクや AI カメラ導入、教室定員制限からグループ分け、

教員スキル向上等、改善を重ねてきた。その中で、専門職大学院のあるべき方向性も見えてきた。 
 
2. 先行研究 

 
コロナ禍での大学等におけるオンライン授業の課題と展望は、当学会でも中田が報告[1]、また、授業

のハイブリッド化、さらに、ポスト・コロナを見据えた大学教育の在り方、さらには、田口[2]、西之園

[3]の他、文科省や経済産業省でも多くの議論がなされている[4][5][6]。 
しかしながら、専門職大学院の報告事例はまだ少ない。通常の大学と専門職大学院では、①学生が企

業にも属していることによる感染対策方針の違い、②年齢は 40 歳が半数、③講義が夜間や土日、④講

義が双方向の討論やゼミが多い、等の差がある。また、オンライン授業に向けたカメラ等の設備メーカ

ーの技術の向上も急速である。そこで、こうした MOT の取り組みについて共有したい。 
 
3. 理科大 MOT とコロナ禍対策の紹介 

 

理科大 MOT は全員社会人学生であり、平均年齢 43 歳、過半は 40 歳代、首都 3 県が多いが中部圏等

から出張を利用した通学で日帰りできない例もある。火曜～金曜は 18 時 40 分～22 時前、土曜は 8 時

50 分より開講、20 時頃までだが、ゼミ等では 22 時を過ぎる場合も多い。概ねカリキュラムの 1/4 はゲ

ストを招き討論、1/4 は少人数ゼミによる修了ペーパー指導、それ以外の講義もケーススタディではグ

ループワーク等が多く、リアルならではの気づきや深い考察、人脈形成などに特長がある。 
MOT では、通常、全学の入学式に先だち 4 月 1 週から講義が始まるため、3 月末にガイダンスを行

うが、コロナ禍により、2020 年の開講は 5 月となり、入学予定の社会人学生に対し、担任教員から ZOOM
により個別ガイダンスを行った。図表 1 に、ハード(設備面)、ソフト(運営面)での変革経緯を示す。 
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運営面では、教育効果を重視、既に決定していた年間の時間割を全面見直し、コロナ禍が厳しそうな

前期は座学的な科目を中心とし、ゲストやグループワークが主の科目は後期に移した。前期はほぼ全面

オンラインとした。MOT の授業は 90 分×2 の 180 分がベースであり、対面での双方向の議論を促す講

義の構成だが、オンラインでは長時間は苦痛である。このため、講義形式も一新、小間切れで完結する

構成、授業でも、こちらから指名して、議論を投げかけるファシリテーションとした。5 月以降、リア

ルとオンラインを併用できるハイブリッド授業を模索、コロナ禍が一段落した夏以降は、多くの授業を

ハイブリッドで実施した。教室の定員があるため、リアルとオンラインを隔週で班分け、学生の個々の

所属企業のルールや希望に丁寧に対応した。 
設備面では、当初は PC カメラだった、白板やスライドの明るさ調整に難があり、見えづらいため、

ビデオカメラに変え、最終的には AI カメラを導入、教室での討議の雰囲気がわかるように複数台設置

した。最も苦労したのは、ハウリングであり、設置マイクから卓上マイク、天井マイクと変更した。リ

アルの音響環境と、オンライン(ZOOM)先の個々の状況把握が難しい。 
オンラインによる想定外のプラス効果は、①チャット機能で学生の質問やコメントを促し、それが定

量的な授業貢献度の指標になり、録画も含めて FD に活用できる、またアンケート等も容易、②人数制

限がなく公開で多くの参加者が可能、③学生の通学範囲が広がり、である。 
MOT ならではの課題についての対応を整理すると図表 2 のようである。通常の大学に比べても、複

雑で配慮とコストがかかる問題が多い。もちろん、受講側の回線、顔ビデオオフ、教員の負担は、同じ

問題である。 

 
 下記に、導入した音声、映像の導入システム構成と講義風景(2020 年)を示す。なお、総コストは定価

で約 700 万円程度となった。 
 
 図図表表 33  導導入入シシスステテムム概概要要  

 
 
4. 理科大 MOT 社会人学生の反応 
 
 こうした取組みに対し、社会人学生の反応について、アンケート調査を 2020 年 10 月、設備導入が一

段落、運営面も安定したタイミングに実施した。対象はコロナ禍の余波を受けた 1 年生であり、N=47
である。質問項目は、①後期の出席方法(リアルか ZOOM か)、②アプローチ(リアルと ZOOM の分け方)、
③席配置、④リアルと ZOOM の価値の相対評価、である。まず、①については、「講義により ZOOM
でもよい」が 62%、絶対リアルが 28%、②はリアルと ZOOM の交代制が 57%、授業により全てリアル

と全て ZOOMに分けるが 26%、③は現状が 60%、フェースシールド等の措置をとった上で席数増が 34%、

④はリアルが ZOOM の数倍の価値が 68%、けた違いが 17%、という結果であった。興味深いのは、こ

の④であり、ZOOM 中心の講義からリアルが始まり、その良さを実感している結果であろうか。 
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図図表表 44  アアンンケケーートト結結果果((22002200 年年 1100 月月実実施施、、NN==4477))  

MOT2020 
 
5. ハイブリッドの価値 

 
 コロナ禍による ZOOM などオンラインによるコミュニケーションは、仕事の在り方、教育のあり方

を大きく変えている。オンラインのテクノロジーも日進月歩であり、多くの機能が増えている。また、

リアルに慣れているが、オンラインやハイブリッドに不慣れな教育のファシリテーション能力も徐々に

改善され、教員と学生、双方で新たな価値創造の場が醸成されつつある。他方で、ライブの価値、リア

ルコミュニケーションの価値が見直され、その中で、リアルでもファシリテーションの能力がより重要

になるだろう。相互コミュニケーションの複雑性などを縦軸、参加者の人数や多様性、関係性を横軸に

取ると、その目的により、ZOOM などオンラインが有利な場合と、リアルが有利な場合があるだろう。

知識伝達や決定会議等なら、ZOOM は人数や場所の制限を減らした。また、時間の活動を有効化し、客

観性や公平性も増えただろう。それでも、人格形成も含めた教育であるゼミやアイデアクリエイトでは、

五感をフルに活用するリアルが勝るだろう。 

 
 
6. あるべき専門職大学院 

 

 コロナ禍により、大学の在り方も問われているが、ここでは、オンラインにより、空間の壁を超え、

知識伝達なら、世界の大学との競争になる。 
 図表 6 は、縦軸に授業がクラシックかトレンディなものか、横軸に普遍的か、学生にカスタマイズさ

れたものかを示している。MOT では基礎科目やコア科目は左上であり、ゲスト招聘、寄付講座は左下

だ。他校にはない、MOT ならではの科目は真ん中に位置、ゼミは右側に位置する。 
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図図表表 66  ココロロナナ禍禍のの中中でで、、科科目目のの位位置置づづけけ  

出所)若林 2021 
これまで普遍的で古典的な科目は MOT でも不可欠だが、オンラインにより、学生は教室という物理

的な制限を超えて世界のトップ講義にアクセスできる。ここは、ZOOM などオンラインにも向く領域だ

が、もっとも競争が厳しく、教員のファシリテーション能力が試される。その中で、優れた教員は、

YouTube 配信など、タレント並みのファンを持つ教員も出てこよう。それ以外の領域は、リアルの価値

が高く、学生の個々の能力や適正や個性に合わせてカスタマイズすることになる。左上は、設備産業化、

右側は、差別化できるが、家庭教師的、メンター的な教員の全人格が問われる。 
 
7. おわりに 

 

コロナ禍で大きく変わりつつ専門職大学院の在り方につき、通常の大学との差異を指摘、コロナ禍対

応での設備面、運営面の取り組みを紹介した。また、社会人学生へのアンケートを実施し、ZOOM とリ

アルに対する反応や個別ヒアリングも含め、それらの棲み分けを考察した。 
現在、コロナ禍は第五波の最中にあり、秋以降の影響は不透明である。他方、ZOOM をはじめとする

テクノロジーは日進月歩であり、将来は、VR 技術の導入で、リアルとの差も変わるかもしれない。理

科大 MOT の取り組みは、そうした中での悪戦苦闘のささやかな記録であるが参考になれば幸いである。   
本稿執筆に際し、理科大 MOT 関連事務やアンケートや実験、設備等で協力頂いた学生諸氏に感謝申

し上げる。なお、MOT の責任者という立場であるが、あくまで個人の見解であることを付記する。 
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